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第３章 都市の将来像 

 １．都市づくりの基本理念 
 

都市計画マスタープランは、土地利用の誘導、都市施設の整備等を通じて、市の行政運営の

最上位計画である総合計画に示した将来都市像の実現を目指すものです。霧島市都市計画マス

タープランは、第二次霧島市総合計画に即した計画とするため、都市づくりの基本理念は、第

二次霧島市総合計画で定めた『世界にひらく、人と自然・歴史・文化がふれあう都市』としま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．都市の将来像 
 

都市づくりの基本理念を実現するための都市の将来像についても、第二次霧島市総合計画に

即するため、第二次霧島市総合計画で定めた『人にやさしく 人をはぐくむ 一人ひとりが輝

きにぎわう 多機能都市』とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

― 都市づくりの基本理念 ― 

世界にひらく、人と自然・歴史・文化がふれあう都市 

 ― 都市の将来像 ― 

人にやさしく 人をはぐくむ 一人ひとりが輝きにぎわう 

多機能都市 
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本市は、2010（平成 22）年 3 月に策定した霧島市都市計画マスタープランにおいて、まち

づくりの目標として「多機能都市」「人と自然が輝く都市」「人が拓く都市」を掲げ、その実現

を目指し諸施策に取り組んできました。その結果、これまでも多くの人が集まり、そこに暮ら

す人の活力によってまちの魅力が形成されてきました。よって、都市づくりに向けたこの目標

は今後も引き継いでいくべきと考えます。その上で、都市を取り巻く社会潮流、都市の基本的

課題、第二次霧島市総合計画の基本方針（政策）を踏まえて設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ３．都市づくりの目標 

都市を取り巻く社会潮流 都市の基本的課題 

①人口減少社会の到来と地方創生 

②安全安心なまちづくり 

③グローバル化の進展 

④地球レベルでの環境問題の進行 

⑤厳しさを増す行財政運営 

まちづくりの目標 

①都市活力の維持・向上 

・人口減少・超高齢社会への対応 
・地域特性を生かした産業活性化 
・外出や交流の機会を高めるまちづくりの推進 
・地域個性のある景観の創出 

②持続可能な地域づくり 

・特色ある地域構造の形成 

・公共交通の充実 

・地域特有の豊かな自然や歴史文化の継承 

・災害に対する安全性の高いまちづくり 

・民間活力を活かした都市づくり 

（1） 

有 機 的 に 集
約・連携する
多機能都市 

（2） 

人と自然が輝き 
にぎわう都市 

①産業や暮らしを支える集約・連携型の都

市づくり 

②計画的な土地利用による秩序ある都市

づくり 

③交通ネットワークが充実した都市づくり 

①人的資本と豊かな地域資源を活かした都市

づくり 

②安全で安心して生活できる災害に強い都市

づくり 

③市民と行政の協働による都市づくり 

第二次霧島市総合計画
の基本方針(政策) 

第二次霧島市総合計画 
社会環境の変化から見た課題 

1.産業の活力があふれ、
交流と賑わいが生まれ
るまちづくり 

3.誰もが支えあいなが
ら生き生きと暮らせる 
まちづくり 

6.信頼される行政経営
によるまちづくり 

5.市民とつくる協働と
連携のまちづくり 

4.社会を生き抜く力と 
生涯を通じて学びあう 
力を育むまちづくり 

2.みどりあふれる 
快適で暮らし続けたい 
まちづくり 

霧島市都市計画マスタープラン 

霧島市都市計画マスタープラン 
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（１）有機的に集約・連携する多機能都市 

①産業や暮らしを支える集約・連携型の都市づくり 

都市全体として産業の活性化や都市活力・暮らしやすさの向上を図るため、それぞれの役

割に応じた都市機能を有する拠点形成を図るとともに、広大な市域全体が有機的なつながり

を持ち、拠点相互が補完しあう集約・連携型の都市構造の構築を目指します。 

 

②計画的な土地利用による秩序ある都市づくり 

都市構造を踏まえた土地利用の方向性を明確にし、居住地と勤務地が近接した土地利用や

周辺環境に調和した工業地の形成など、住宅、商業、工業の土地利用のバランスが取れた都

市づくりを目指します。 

また、既存の公共公益施設のストックを最大限活用して、効率的な都市づくりに努めます。 

 

③交通ネットワークが充実した都市づくり 

まちに賑わいを創出させるため、産業間の連携及び生産物の循環による経済活動の活性化、

利便性の高い観光地づくりの推進に資する広域的な道路ネットワークの形成を図ります。 

また、持続可能な地域社会を形成するためには「コンパクト・プラス・ネットワーク」の

都市づくりを進めることが重要であり、地域拠点間を繋ぐ交通の役割は大きいことから、市

内の各拠点間の接続により地域間交流や都市機能の補完を図るため、幹線道路の整備と公共

交通ネットワークの確立を推進します。 

 

（２）人と自然が輝きにぎわう都市 

①人的資本と豊かな地域資源を活かした都市づくり 

産業の活力があふれ、交流と賑わいを創出させるため、創業しやすい環境整備や多様な人

材を生かした地元雇用の創出、観光客の誘致に向けた地域資源の魅力を高める取り組みを推

進します。 

また、本市が有する自然環境や歴史・文化的資源は、住む人にとっての誇りや愛着の醸成、

訪れる人にとっての魅力となり、これからの都市づくりにおける基盤であり、地域活力の源

となります。都市づくりにおいては、地域資源の適切な保全・活用に努めるとともに、魅力

ある市街地景観の創出により、霧島市らしい都市づくりを目指します。 

 

②安全で安心して生活できる災害に強い都市づくり 

災害を軽減する地域防災力の強化や避難路・避難場所の確保、高齢者をはじめあらゆる人

にやさしい生活環境など、安心して暮らし続けることができる都市づくりを目指します。 

また、災害発生時の迅速な対応、早期の都市機能の復旧が可能となるよう、浸水や土砂災

害の対策、道路施設やライフライン等の都市基盤の安全対策を推進し、災害に強い都市づく

りを推進します。 

 

③市民と行政の協働による都市づくり 

公園や身近な道路の維持管理など、地域コミュニティによる生活環境の向上に向けた自主

的な取り組みや都市づくりに対する提案など、地域が主体となった取組を支援し、市民と行

政がともに地域の課題解決に取り組む協働のまちづくりを推進します 
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（１）上位関連計画での目標人口 

【人口ビジョン】 

本市の人口ビジョンにおいては、以下の前提条件に基づき、総人口は 2040（令和 22）年

129,688 人、2060（令和 42）年 129,929 人と試算し、2060（令和 42）年に約 130,000 人の

人口維持を目標として設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第二次霧島市総合計画】 

本計画の上位計画となる第二次霧島市総合計画においては、2015（平成 27）年 10 月に策

定した「霧島市ふるさと創生総合戦略」に掲げる各種取組を着実に推進することにより、合計

特殊出生率の上昇に伴う自然増、移住定住者数や若者の地元就職率の増加に伴う社会増を目指

すこととし、計画最終年度の 2027（令和 9）年の目標人口を 127,000 人としています。 

 

（２）本計画での将来人口 

 

 

 

  

 ４．将来目標人口 

上位計画の第二次霧島市総合計画が、人口ビジョンを前提としていることを踏ま

え、本計画においては、2040（令和 22）年（おおむね 20 年後）で約 130,000 人と

設定し、施策展開を進めます。 

＜人口ビジョンの前提条件＞ 

・合計特殊出生率が増加 

・移住者の受け入れ 

「25～39歳」夫婦が毎年＋60世帯移住。各世帯に子ども（15歳未満）が 1人。 

「60～64歳」夫婦が毎年＋20世帯移住。子どもの移住はなし。 

・人口流出抑制 

高校卒業時の就職者の地元就職率：35.0％ 

大学等（第一工大・短大、専門学校、高専）卒業時の就職者の地元就職率：23.0％ 
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（１）基本的な考え方 

本市は、2010（平成 22）年 3 月に策定した霧島市都市計画マスタープランにおいて、都市

づくりの目標を実現し、市域の均衡ある発展を図る観点から、市街地の集約促進を基本とした

『集約型多極連携型ネットワーク都市構造』を将来都市構造として掲げています。 

本市の都市づくりの目標達成に向けて、国分・隼人の市街地を中心として主要な都市機能の

集積を図る都市核とともに、溝辺・横川・牧園・霧島・福山の各地域において魅力ある定住を

促進する上で日常サービスを提供する「地域拠点」の維持が必要であり、市域の一体性を高め

るためには、個性ある機能分担と連携しあうネットワークの構築が必要であることから、引き

続き、集約型多極連携ネットワーク都市構造の構築を目指すこととします。 

本市が目指す集約型多極連携ネットワーク都市構造では、国分・隼人の 2 つの市街地地域を

中心としたエリアを本市の主要な都市機能を集約する「都市核」と位置づけ、溝辺、横川、牧

園、霧島、福山の各総合支所等周辺地域を「地域拠点」と位置づけた上で、それぞれが個性あ

る機能分担を図りながら連携しあう交流ネットワークの構築を進め、市域全体での魅力と活力

ある都市づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５．将来都市構造 

・各地域には、まとまりのある市

街地と豊かな自然・田園がある。 

・各地域には地域の「顔」や「中

心」となる場や機能がある。 

・地域固有の文化や伝統が引き継

がれている。 

・各地域が利便性の高い交通でネ
ットワークされている。 

・地域の資源が生かされ、暮らし、
産業、観光など多様な交流が育
まれている。 

・地域の資源を有効に生かしたま
ちづくりが行われている。 

・高齢者や障がい者も含めて暮ら

しやすい。 

・地域環境に負荷をかけない。 

・多様なまちづくりの担い手が生

まれている。 

 

●共生･協働：人や環境にやさ

しく、地域や市民主体のまちづ

くりが行われている。 

将来都市構造：集約型多極連携ネットワーク都市構造 

●連携：地域が互いに連携しあ

い活力や賑わいが維持されてい

る。 

●多極：地域それぞれが自立し

た個性ある地域となっている。 

図 集約型多極連携ネットワーク都市の概念 

 

市街地地域（国分･隼人） 

（横川） 

（溝辺） 

（牧園） 

（霧島） 

（福山） 

[市街地への集約促進] 

 

各地域の拠点間が交通軸で結ばれ、連
合体としての連携・一体性が高まって
いる。 

地域間の連携・交流 

地域において必要とされる都市機能
と、地域固有の文化や伝統が引き継が
れた市街地を形成している。 

地域拠点 

市街地地域（国分・隼人）を中心に、本
市の主要な都市機能を集約した市街地
を形成している。 

都 市 核 

 
 
[市街地の拡大の抑制] 

地域の中心部 

[市街地への集約促進] 
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（２）都市構造の構成要素 

都市構造は、土地利用の基本的な枠組みを示す[地域]、市民生活や生産活動、観光地等の中心

として多様な都市機能が集積する[拠点]、都市機能や地域資源など様々な交流を連携する[軸]で

構成します。 

③［軸］ 機能 箇所 

南北広域連携軸 
本市と近隣市町や他県をつなぐ交流・物流の強化、災

害時の緊急輸送等の確保を図ります。 

九州縦貫自動車道、空

港 

東西広域連携軸 
本市と近隣市町村や他県をつなぐ交流・物流の強化、

災害時の緊急輸送等の確保を図ります。 

東九州自動車道、隼人

道路、北薩横断道路 

地域連携軸 
地域住民の日常生活における利便性・アクセス性の向

上、災害時の緊急輸送等の確保を図ります。 

国道 220、223、504 号

主要県道等 

視軸 
道路や建築の計画は、この視軸を尊重した都市の形成

を図るとともに、眺望景観の確保に努めます。 

霧島連山～錦江湾～

桜島の見通し景観 

水と緑の景観軸 

やすらぎとふれあいのある水辺や緑の集積地を相互

につなぎ、水とみどりのネットワークの形成を図りま

す。 

天降川、霧島川、錦江

湾 

②［拠 点］ 機能 箇所 

都市核 

本市の“まちの顔・玄関口”として、公共交通の結節

点となる機能、行政、文化、商業・業務、サービス、医

療・福祉、住居機能等、主要な都市機能の集積を図りま

す。 

JR 国分駅周辺、JR 隼

人駅周辺、市役所周

辺、国分中心市街地、

見次交差点周辺 

地域拠点 

地域の生活を支えるための機能を集積し、地域の中心

的な役割を担う地区として、地域拠点性の維持・向上を

図ります。 

総合支所等周辺 

広域交通拠点 
アクセス性の向上や結節機能の強化により、広域交通

機能の充実を図ります。  

鹿児島空港、各インタ

ーチェンジ周辺 

観光・レクリエー

ション拠点 

地域資源を活かし、交流・休息・体験等ができる観光

地としての中心的な役割を担うエリアとして、魅力ある

観光地づくりを推進します。 

国立公園とその周辺

区域、温泉郷 

①［地 域］ 機能 箇所 

市街地地域 
主要な都市機能を集積し、拠点性の強化及び定住化の

促進を図ります。  

国分・隼人の市街地 

 

市街地近郊地域 

住宅立地の適正な誘導に努めるとともに、工業用地へ

の企業立地を推進し、産業と環境が調和した地域づくり

に努めます。 

市街地地域の外周部 

台地・丘陵地域 

中山間地域に小さな拠点を形成し、地域活動の活性化

を図るとともに、里山の持つ美しい自然環境や歴史・文

化的地域資源の保全と活用を図ります。 

中山間部の集落、里山 

山岳地域 
豊かな生態系を有する森林、渓流などの自然環境を保

全します。 

標高 500ｍ以上の山

岳地帯 
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福山 

横川 

牧園 

溝辺 
霧島 

国分 隼人 

熊本・福岡方面 

韓国岳 

霧島山 

高千穂峰 霧島温泉 

妙見温泉 

日当山温泉 

姶良・鹿児

島方面 

都城・ 

宮崎方面 

錦江湾 

図 将来都市構造 

さつま町・阿久

根方面 


